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Timeline

• 2006: Ph. D.
• (Start doing research abroad)
• 2011: “False-positive psychology” published.

• 2013: First teaching (permanent) job

• 2022: Now

どのようにマインドセット
が変わったか？



Replication crisis が意味するところ

• システム・方法論の転換に目が行きがち

• 根本的な人間観の転換

人間行動はとても複雑である



• （単純な反応は別として）現実の人間行動は複雑であるので，，，
• 単純な操作でそう簡単に現実の行動は変わらない。
• 妥当な「行動指標」なんて簡単に得られない。
• 複雑な行動パタン（e.g., 交互作用）なんて簡単に予測できない。
• 人為的な刺激の結果が日常生活の行動に一般化するなんて簡単には言えない。

• なのでそういった類の研究には厳格な目が必要である。
• そしてそうした複雑な行動をもっともダイレクトに扱っているのが
社会心理学である。



Higgins et al., (2010, JPSP, Study 4a)
N = 52 (reduced from 63), 2x2x2 between (!) design.



Caspi et al. (2003, Science)
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具体的にどのように変わったのか
• 例：研究を評価するとき（査読のときなど）

• まずは心に一回尋ねる「これは本当にありえる結果なのか」
• 方法論より前に，まず自分の常識に尋ねる：自分自身が人間行動の複
雑さを一番知っているはず！

• そのうえで，方法論などから結果の堅さを判定する





「堅い結果」の基準（例）
• サンプルサイズ（検定力分析や sensitivity analysis）
• Pre-registrationの有無（仮説・予測が明示されていることが重要）
• 単純な主効果か，複雑な交互作用か
• 効果量が小さすぎないか：小さいこと自体は問題ではない。統計的・方
法論的アーティファクトによって有意になった小効果量に注意。

• 刺激依存性が強すぎないか（一般化可能性）。
• 信頼性の低い実験行動指標に依拠していないか
• 認知モデリングの場合パラメータの信頼性は？
• 「心理学の概念 (construct)」で遊びすぎていないか

• 統計的手法やモデリングの複雑さとは独立！
• メインの結果に対する意識であって，探索的な検討は別。



Warning signal

• 被験者間要因で１群２０人程度の実験
• 複雑な交互作用を示した研究
• 「〇〇の効果は××が高い人のみ存在する」といった類の結果
• メインの指標が arbitrary な decision によって決まっている（「評定値が３
以上のときを高群とする」「２SD以上の値は除去」みたいな）

• バイオマーカー的な発想を持った研究（神経科学的研究のとき）
• 単一の刺激やmanipulation に依拠している実験研究

• Preregistrationも玉石混交なので注意。





• 新しい研究やグラントを書くときも同じ：「堅い研究」を目指す
• 自分が依拠している理論が旧時代の遺物ではないかをまず疑う
• アイディアが出たら自分の常識に尋ねる：「本当に結果出るの？」
• 先行研究の堅さも自分でもう一回尋ねる：「これって本当？」
• ある程度の自信を持ったら，パイロット
• 自信を強く持ったら preregistration（最初の段階からする必要はない）
• 生態学的妥当性の高いデータで確かめる方法も考える
• 「結果が出なくても面白い」研究も考える

• 人事の審査のときも研究の堅さ・Open Science へのコミットメントは
ポジティブに作用する（少なくとも私が関わっているところでは）。



• 「小サンプルの実験×７＝JPSP」という時代は終わりつつある
• 「１つの実験データを入念に検討してストーリーを作り上げる」というタイ
プの研究も古く感じられる（Neuroscienceではいまだに主流）。

• 研究の数や分析の量ではなく，いかにメインのアイディアを大サンプルで一
般化可能性を確保した状態で，シンプルに検討することができるか。

• 分析や７つの実験を準備する時間をむしろアイディアとデザインの検討に費やすべき。



「堅い研究」のジレンマ
• 「堅い研究」が innovative な研究とは限らない
• むしろ「堅い結果」は boring な結果も多い：ジレンマ

• 「堅くてかつ意義のある」研究を目指すことが重要，けどこれ
がもっとも難しい（健全なこと）。

• 学生とプロジェクトを考えるときにもっとも苦労する点。
• 社会心理の有名な理論自体が実は怪しいことも多い（ここは学生が自
分で見出すのではなく，指導教官がしっかりとした目を持つべき）。

• どうしたら意義のある研究ができるか：これはまたディスカッション
の方で。。。



ただ「厳しく」「難しく」なったのか？

• 方法論の厳格化という意味ではイエス。
• 一方，「研究の意義」の多様化

• 「驚き」＝「面白い」＝「意義のある研究」から脱却
• 「驚きのある面白い研究」だけが意義のある研究ではない

• 追試研究，有意でない結果の研究への間口は広くなった
• ただし，すべての追試や Null Resultsが等しく意義があるわけではない
（やはり少しは頭を使う必要性）。

• 研究方法のあり方を考えさせる研究（メタサイエンス的研究）



• 「こんなに人間って簡単に変わるんだよ」というスタイルに変
わって，「人間は複雑なんだ」という前提に立って，その問題を
克服するために業界全体で努力するような研究のスタイルが評価
されるようになった。

• インパクトのある研究の追試研究 (e.g., Many labs)
• 結果の一般化可能性（刺激・文化）を幅広く示すようなタイプの研究
• 大規模サンプルの二次データ・実世界データを使った研究
• データベースの構築
• Etc. etc.

大規模な共同研究の広がり









むしろこの機会をチャンスだと捉える

• 厳しくはなったが，今までのように「エリートラボによる寡
占」状態が崩れつつある。

• 我々のようなアジア人研究者にとっては大チャンスの状況！
• 大規模なコラボレーションの広がり
• Open Science movement と diversity/inclusion の流れとの繋がり。
• 既存の理論・知見に関する懐疑：下剋上のチャンス！





Social media (e.g., Twitter) を通して情報を得る
• （ちなみに私は数年前 Twitter に遅れながら参加しました）。
• Open Science Movement を支えてきている
• 情報の Exchangeが劇的に早くなった

• Preprint
• 新たな論文，批判，新しい統計手法 etc.
• Scienceの進展を肌で感じ取れる
• いいアイディアを得るうえで新しい情報はとても重要！
• 海外の情報も積極的に取り入れるとよい

• 新しいコラボレーションの情報も素早く手に入る。
• 自分の論文も宣伝できる
• ネットワーキングの効果もある @KouMurayama





オンライン実験を積極的に活用する

• Prolific/Amazon m-turk
• サンプルサイズを確保するには最適の方法。
• 意外にまじめにやってくれる
• 意外にいろいろとできる

• ただしお金が意外とかかる



まとめ
• 再現性の問題によって，論文・グラント・研究者の評価の枠組み
が変化してきている。

• １つ１つの変化を追うことも大切だが，より大きな「人間観の変
化」を抑えることがもっとも大切。

• この時代の変化を，日本人研究者としてむしろチャンスと捉える
• 時代の変化をソーシャルメディアなどでリアルタイムに追ってい
く姿勢は重要。

• 「研究内容」は後追いではだめだが「研究スタイル」は後追いでもつい
ていった方がいい。



• ありがとうございました！

• 宣伝
• 縦断データと因果推論のワークショップ（３月２９－４月１日）
https://www.longitudinaldataanalysis.com/
• ポスドク常時募集しています！

https://www.longitudinaldataanalysis.com/
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